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と課題―」『運輸と経済』第 76巻第 3号 
2016年 3月）は関西の観光の魅力は文化
財の豊かさとレベルの高さであり、その伝
統文化を維持してきたことにあり、関西空
港への格安航空会社が就航することによ
り、関西への旅行が拡大したという。今後
さらなる発展のためには、各地域が対外的
に自分の地域のみをアピールして囲い込む
のではなく、オール関西として、イメージ
の共有化をすることと、観光客と生活者と
が共用するようなシステム、サービスを作
り上げることであるという。 
関西の持つ文化遺産や文化は外国人観光
客を引き寄せインバウンド効果をもたらす
であろう。しかし、今後の関西の成長を考
えるとき、海外からの旅行客に頼るだけで
はなく、国内の人々が関西に来ようとする
ような施設、産業、をどのように融合して
いくかが重要となろう。ＵＳＪは 2001年
の開業当初と比べ、今や東京ディズニーラ
ンドを凌ぐ人気テーマパークとなってい
る。ＵＳＪにはアジアを含め世界各国から
も多くの人が来るが海外だけではなく日本
各地からＵＳＪに行くために多くの人が大
阪を訪れるようになっている。かつては安
売りしていたＵＳＪ周辺のホテルもにぎわ
っている。ＵＳＪは海外の人が行きたい場
所であると同時に日本人も含め誰もが行き
たい場所となっている。京都の神社寺院、
伝統文化も海外人だけではなく日本中の人
が行き、見たいと思っている。 
関西は国宝、伝統文化とともに新しいも
のを生み出す土壌があるといわれており、
ファッション、電化製品を含め多くのもの
を日本、世界へ発信してきた。このような
土壌は企業のイノベーションにつながり関
西を大きく変える。医療分野、ロボット分
野などでも誰もが求めるようなものを生み
出す力を持つことが関西の復活のためには
必要であるし、そうすることで、働き盛り
の人が関西に流入し、関西に活力をもたら
してくれるであろう。その土台は今の関西
には十分にあると信じたい。 
 
